
～地域の美化活動～
　地域住民により、谷口診療所近くの花壇
の手入れが行われました。近くを通りがか
る際にはきれいに並んだ花々を、ぜひ一度
ご覧ください。
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森 の国だより

第
11
回
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

蛍
の
畦
道 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

６
1・2

６
４

　

６
月
１
日
㈬
、
２
日
㈭
、
第
11
回
宇
和
島
市
・
北

宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
松
野

中
学
校
か
ら
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
軟
式

野
球
部
、
男
女
柔
道
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
選
手
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
勝
利
を
目
指
し
て
白
熱
し
た
試
合
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

松
野
中
学
校
の
主
な
結
果
（
県
大
会
出
場
）
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

　

団
体
の
部

　
　
　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
　
　
　

優　

勝

　
　
　

軟
式
野
球
部　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝

　

個
人
の
部

　
　
　

柔
道
男
子
50
㎏
級　

谷
口　

壮
太　

１
位

　
　
　
　
　
　
　

60
㎏
級　

松
崎　

凌
也　

２
位

　
　
　
　
　
　
　

81
㎏
級　

大
森　

寛
太　

２
位

　
　
　
　
　
　
　

90
㎏
級　

信
崎　
　

尋　

１
位

　
　
　

柔
道
女
子　
　
　
　

山
田　

優
花　

３
位

　

６
月
４
日
㈯
、
今
年
も
目
黒
地
区
で
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
会

場
を
南
小
学
校
の
体
育
館
に
変
更
し
ま
し
た
が
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ
ル
愛
好
会
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
目
黒
部
落
全
体
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
大
学
や
愛

媛
大
学
の
学
生
や
各
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
活
動
推
進
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
愛
好
会
の
会
長
で
あ
る
岡
田
区
長
が
来
場
者

へ
の
歓
迎
や
梅
雨
入
り
の
雨
模
様
の
な
か
で
開
催
で
き
た
喜

び
、
開
催
に
あ
た
っ
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
対
し
お
礼
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
南
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
合
唱
や

風
景
詩
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
児
童
は
一
生
懸
命
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
昨
年

50
年
ぶ
り
に
御
開
帳
の
あ
っ
た
、
建
徳
寺
の
「
水
引
地
蔵
」
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
町
教
育
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
仏
像
は
12
世
紀
頃
の
も
の
で
、
大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
鬼
城
太
鼓
」
と
ジ
ュ
ニ
ア
団
体

の
「
森
風
」
に
よ
る
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や
町
内
外
に
フ
ァ

ン
の
多
い
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
ゆ
ず
の
香
り
」
の
演
奏
な
ど
各
グ

ル
ー
プ
が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
壁
に
は
目
黒
の
風
景
を
写
し
た
写
真
展
も
開
催
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
当
時
の
懐
か
し
い
写
真
を
見
て
思

い
出
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
畦
道
が
手
づ
く
り
の
灯
篭
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
来
場
者
は
幻
想
的
な
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
愛
好
会
会
員
が
案
内
す
る
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雨
天
の
た
め
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
ホ
タ
ル
が
見
れ

た
よ
う
で
す
。
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森 の国だより

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会 

開
講
式

第
30
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会

６
７

６
５

　

６
月
７
日
㈫
、町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
は
、
平
成
７
年
に
中
学
生
の
声
に
よ
り
人
権
・
同
和
問
題
に

関
す
る
学
習
す
る
場
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら
は
小
学
生
（
４
年
生

以
上
の
児
童
）
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
小
中
学
生
が
同
じ
時
間
、
同
じ
場
所
で
学
習

し
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
、「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
の
歌
「
青
空
」
を
全
員
で
合
唱
し
た
後
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
保
護
者
、
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

受
講
生
一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
を
行
い
、
学
習
し
て
い
く
上
で
の
目
標
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
小
学
生
11
名
、
中
学
生
２
名
の
合
計
13
名
で
、
２
月
末
ま
で
の
９

か
月
間
に
わ
た
っ
て
教
科
学
習
、
人
権
・
同
和
学
習
、
国
立
療
養
所
「
大
島
青
松
園
」

と
の
交
流
な
ど
の
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

６
月
５
日
㈰
、
宇
和
島
市
三
間
町
総
合
運
動
公

園
で
愛
媛
県
消
防
操
法
宇
和
島
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
消
防
団

員
の
士
気
や
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
住
民
生

活
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
宇
和
島
市
、
鬼
北
町
、

松
野
町
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
６
チ
ー
ム
、

ポ
ン
プ
車
の
部
に
３
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
第
１
分
団
第
３
部
（
豊
岡
後
）

と
第
２
分
団
第
３
部
（
目
黒
）
の
２
チ
ー
ム
が
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
幾
度
と
な
く
重
ね
た
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
終
始
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
操
法
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
両
チ
ー
ム
と
も
県
大
会
出

場
は
逃
し
ま
し
た
が
目
黒
が
見
事
第
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
仕
事
終
わ
り
に
集
ま
り
練

習
を
行
っ
て
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

６
月
４
日
㈯
、
今
年
も
目
黒
地
区
で
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
会

場
を
南
小
学
校
の
体
育
館
に
変
更
し
ま
し
た
が
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ
ル
愛
好
会
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
目
黒
部
落
全
体
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
大
学
や
愛

媛
大
学
の
学
生
や
各
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
活
動
推
進
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
愛
好
会
の
会
長
で
あ
る
岡
田
区
長
が
来
場
者

へ
の
歓
迎
や
梅
雨
入
り
の
雨
模
様
の
な
か
で
開
催
で
き
た
喜

び
、
開
催
に
あ
た
っ
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
対
し
お
礼
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
南
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
合
唱
や

風
景
詩
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
児
童
は
一
生
懸
命
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
昨
年

50
年
ぶ
り
に
御
開
帳
の
あ
っ
た
、
建
徳
寺
の
「
水
引
地
蔵
」
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
町
教
育
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
仏
像
は
12
世
紀
頃
の
も
の
で
、
大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
鬼
城
太
鼓
」
と
ジ
ュ
ニ
ア
団
体

の
「
森
風
」
に
よ
る
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や
町
内
外
に
フ
ァ

ン
の
多
い
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
ゆ
ず
の
香
り
」
の
演
奏
な
ど
各
グ

ル
ー
プ
が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
壁
に
は
目
黒
の
風
景
を
写
し
た
写
真
展
も
開
催
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
当
時
の
懐
か
し
い
写
真
を
見
て
思

い
出
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
畦
道
が
手
づ
く
り
の
灯
篭
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
来
場
者
は
幻
想
的
な
風
景
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
愛
好
会
会
員
が
案
内
す
る
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雨
天
の
た
め
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
ホ
タ
ル
が
見
れ

た
よ
う
で
す
。
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の掲示板ま ち

　

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
は
、

故
郷
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
、

ま
た
、
松
野
町
を
応
援
し
た
い

と
い
う
方
が
集
ま
っ
た
組
織

で
、
関
東
支
部
、
関
西
支
部
、

四
国
支
部
の
３
支
部
が
結
成
さ

れ
、
会
員
数
３
１
７
人
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
25
日
㈪
、
三
重
県
津
市

の
白
山
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
で
関
東
支
部
と
関
西
支

部
合
同
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
先
だ
っ
て
24
日
㈰
に
は
、
参
加
者
の
相
互
交
流
を
行

う
親
睦
会
も
開
催
さ
れ
、
松
野
町
へ
の
提
言
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
当
日

は
、
20
人
の
参
加
が
あ
り
、
入
賞
者
に
は
、
松
野
町
の
森

の
国
ガ
ラ
ス
工
房
製
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
賞
品
と
し
て
た
く
さ
ん
の
松

野
町
特
産
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
順

位
に
応
じ
て
特
産
品
の
賞
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
コ
ン
ペ
の
上
位
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

優　

勝　
　

芝　
　

忠

　
　

準
優
勝　
　

井
上　

日
出
夫

　
　

第
３
位　
　

中
野　

留
里
子

　
　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞　

石
塚　

照
久

　

ま
た
、
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
で
は
、８
月
12
日
㈮
に
、

ふ
る
さ
と
松
野
町
で
大
同
窓
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
松
野
町
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方
や
我
こ
そ
は

と
思
う
方
は
、
是
非
と
も
当
応
援
団
に
入
団
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
６

松
野
町
森
の
国
創
生
課
内

ま
ち
の
投
句
箱

新
茶
淹い

れ
甘
い
香
り
が
部
屋
に
満
つ 

伊
藤　
　

富
子

病
む
人
の
涙
の
あ
く
し
ゅ
初
夏
の
庭 

金
谷　
　

恵
子

百
歳
の
翁
が
歌
ふ
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

金
谷　
　

重
子

女
手
に
あ
ま
る
畑
や
ね
ぎ
坊
主 

金
谷　
　

文
恵

泥
は
ね
て
泥
を
踊
ら
せ
代
掻
け
り 

谷　
　

き
よ
し

肩
並
べ
潮
風
浴
び
る
五
月
か
な 

布　
　
　

康
江

広
見
川
少
し
濁
し
て
代
を
掻
く 

ひ
の　

た
い
ら

読
み
か
け
の
本
に
栞
を
遠と
お

蛙か
わ
ず 

山
下　

ス
ミ
子

代
々
を
代
掻
知
ら
ず
小
商
人 

め
ぐ
む

芍し
ゃ
く

薬や
く

の
揺
れ
て
雨
雲
近
付
き
ぬ 

赤
松　
　

午
子

長
々
と
身
づ
く
ろ
ひ
す
る
梅
雨
の
猫 

稲
谷　

キ
ミ
子

戸
袋
に
蜂
の
残
せ
し
泥
の
壺つ
ぼ 

上
田　

美
智
子

ひ
と
と
き
を
童わ
ら
べ

に
顧か

へ

る
ゆ
す
ら
梅 

岡
本　
　

三
葉

巢
燕つ
ば
め

の
飛
び
立
つ
を
見
る
猫
と
い
て 

竹
内　

サ
ダ
子

葛
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

松
野
町
の
活
性
化
を
応
援
し
ま
す
！

　

５
月
18
日
㈬
、
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
平
成
28
年
度

県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
消
防
団
の
意
見
・
体
験
発
表
、
講
演
、

各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、

町
消
防
団
は
県
消
防
協

会
長
表
彰
の
表
彰
旗
を

受
賞
し
ま
し
た
。
本
表

彰
は
、
規
律
技
能
と
も

抜
群
で
あ
り
、
消
防
施

設
を
充
実
し
消
防
の
使

命
達
成
に
努
め
た
功
績

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

消
防
団
の
士
気
高
揚
に

繋
が
る
も
の
で
す
。

　

愛
媛
県
及
び
高
知
県
を
繋
ぐ
国
道
３
８
１
号
線
は
、

清
流
四
万
十
川
へ
と
続
く
広
見
川
に
沿
っ
て
新
緑
な

ど
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
近

年
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気
が
高

く
、
自
転
車
で
訪
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
虹
の
森
公
園
」
と
四
万
十
市
の
「
よ
っ
て
西
土
佐
」

の
中
間
地
点
と
な
る
葛
川
橋
元

に
、
木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
休

憩
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
ト
イ

レ
に
は
、
収
納
式
の
着
替
え
台
、

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や
ベ
ビ
ー
シ
ー

ト
な
ど
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や

す
い
設
備
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
な
ど
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
消
防
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞

県
境
休
憩
所・ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た

※俳句のポスト投句作品優秀句は該当はありませんでした。

「
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
」
元
気
に
活
動
展
開
中
！
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
松
浦
　
愛
子
　
　
75
歳

富
　
岡
　
毛
利
田
鶴
子
　
　
90
歳

上
家
地
　
阪
本
　
　
馥
　
　
79
歳

奥
野
川
　
山
下
マ
サ
コ
　
　
93
歳

松
　
丸
　
加
形
　
シ
ズ
　
　
88
歳

吉
　
野
　
竹
葉
　
　
弘
　
　
84
歳

延
野
々
　
森
田
　
　
一
　
　
86
歳

吉
　
野
　
安
西
　
絹
子
　
　
78
歳

豊
　
岡
　
上
川
　
恵
美
　
　
47
歳

松
　
丸
　
大
塚
　
澄
夫
　
　
76
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,026世帯（前月比 －15世帯）

総人口　4,135人 （前月比 －23人）
　　　　男1,955人　女2,180人
【５月中の異動】
　　　　○出　生　０人　○死　亡　10人
　　　　○転　入　12人　○転　出　25人

平成28年５月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

西
村
　
泰
男
　
　
松
野
町

河
野
　
勝
利
　
　
宇
和
島
市

山
下
　
雄
市
　
　
松
野
町

毛
利
　
　
正
　
　
松
野
町

大
塚
　
　
徹
　
　
松
野
町

松
浦
　
重
高
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
㈯
、
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
総
会

が
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
岡
正
司
体
育

指
導
委
員
が
、
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
会
長
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
と
し
て
町

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

ま
た
、
町
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
努
め
る
な
ど
地
域
に

お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
の
え
ひ
め
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
「
近
代
３
種
」、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」
な
ど
、

今
後
も
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
岡
体
育
指
導
委
員
に
は
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
、

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
会
長

表
彰
を
受
賞

　

５
月
26
日
㈭
に
東
京
都
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
、
平
成
28
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
で
、
第
８
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表

彰
が
行
わ
れ
、
松
野
町
農
林
公
社
が
全
国
農
業
新
聞
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

松
野
町
農
林
公
社
は
松
野
町
の
農
業
の
発
展
を
目
的

に
、
新
規
作
目
の
栽
培
や
農
作
業
の
受
託
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

に
永
年
取
り
組
ん
で
き
た
事
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

今
後
も
農
地
所
有
適
格
法
人
と
し
、
松
野
町
の
農
業

の
牽
引
役
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
事
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
野
町
農
林
公
社
が
耕
作
放
棄
地
発
生
防

止・解
消
活
動
表
彰
を
受
賞

農
業
委
員
会
だ
よ
り「
７
月
号
」松野町農林公社職員の皆さん
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
の
ご
案
内

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
平
成
28
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】

●
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
）

各
種
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
要
領
で
自
衛
官

を
募
集
し
ま
す
。

１　

一
般
曹
候
補
生

【
受
験
資
格
】
18
歳
〜
26
歳
ま
で
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

９
月
16
日
㈮
午
前
（
松
山
市
内
）

　

９
月
17
日
㈯
午
前
（
宇
和
島
市
役
所
）

２　

自
衛
官
候
補
生

【
受
験
資
格
】
18
歳
〜
26
歳
ま
で
の
方

【
筆
記
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

９
月
16
日
㈮
午
後
（
松
山
市
内
）

　

９
月
17
日
㈯
午
後
（
宇
和
島
市
役
所
）

　
（
女
子
）

　

９
月
25
日
㈰
予
定
（
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
）

３　

航
空
学
生
（
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

【
受
験
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
で
20
歳
ま
で
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

９
月
22
日
㈭
（
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
）

【
受
付
期
間
】
と
も
に
８
月
１
日
〜
９
月
８
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
Ｊ
Ｒ
宇
和
島
駅
西
隣
り
）

☎
23
・
５
４
３
１

夏
休
み
特
別
企
画
「
裁
判
員
裁
判
体

験
ツ
ア
ー
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
松
山
地
方
裁
判
所
で
は
愛
媛
県
内
の
小
学
５
、

６
年
生
を
対
象
に
実
際
の
法
廷
を
使
っ
た
刑
事
模
擬
裁
判
な

ど
を
行
う「
裁
判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
模
擬
裁
判
員
裁
判
を
体
験
し
た
り
、
裁
判
官

に
質
問
し
た
り
し
て
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

開
催
日
時
、
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日　
　

時
】
８
月
10
日
㈬
13
時
15
分
〜
16
時
35
分

【
場　
　

所
】
松
山
地
方
裁
判
所

【
対
象
者
】 

県
内
の
小
学
５
、
６
年
生　

30
名

　
　
　
　
　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
※
無
料

【
申
込
方
法
】 

　

次
の
宛
先
ま
で
、
往
復
は
が
き
に
必
要
記
載
事
項
を
記
載

の
上
、
郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
方
法
は
、

郵
送
（
往
復
は
が
き
）
に
よ
る
方
法
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
３
人
ま
で
と
し
ま
す
。

４
人
以
上
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
は
全
員
が
無
効
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
宛
先

　

〒
７
９
０

－

８
５
３
９　

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３

－

８

　

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁
判
員
裁
判
体
験
ツ
ア
ー
」
係

●
必
要
記
載
事
項

　

 

往
信
用
裏
面
：
希
望
参
加
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
③
電
話
番
号
、
④
学
校
名
、
⑤
学
年
、
⑥
同
伴
す

る
保
護
者
の
有
無
（
有
の
場
合
、
保
護
者
の
氏
名
及
び
参

加
希
望
者
と
の
続
柄
）

　

 

返
信
用
表
面
：
参
加
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
の

場
合
は
代
表
者
）
の
住
所
、
氏
名

【
受
付
期
間
】
７
月
１
日
㈮
〜
７
月
15
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
７
９

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
考
下
さ
い
。

●
大
学
院

　

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

【
出
願
期
間
】

第
１
回　

〜
８
月
31
日
㈬

第
２
回　

９
月
１
日
㈭
〜
９
月
20
日
㈫

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
０

－

０
８
２
６　

松
山
市
文
京
町
３
番

（
愛
媛
大
学
内
）
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４



7

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平
成
28
年
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験
に
つ
い
て

全
国
海
難
事
故
防
止
強
調
運
動

　
〜
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
〜

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
日
程
で
海
上
保
安
学
校
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

① 

平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
も
の

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
19
日
㈫
〜
７
月
28
日
㈭

郵
送
又
は
持
参　

   

７
月
19
日
㈫
〜
７
月
21
日
㈭

【
試
験
日
・
試
験
種
目
・
合
格
発
表
日
】

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
海
で
の
レ
ジ
ャ
ー
活
動
の
活
性
化
と

相
ま
っ
て
海
難
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
宇
和
島
海

上
保
安
部
で
は
海
難
防
止
思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
り
、
海

難
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
海
難
防
止
強
調
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

【
重
点
目
標
】

①
発
航
前
点
検
の
励
行

②
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

③
自
己
救
命
策
の
確
保

　

＊
自
己
救
命
策
確
保
３
つ
の
基
本

　

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

　

・
連
絡
手
段
の
確
保
（
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
の
中
に
）

　

・
海
の
緊
急
通
報
番
号
１
１
８
番
の
活
用

 
 

　

＋

　
　

家
族
等
へ
帰
る
予
定
時
間
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
22
・
１
９
３
３

犬
ね
こ
の
移
動
譲
渡
会
＆
譲
渡
前
講

習
会
in
八
幡
浜
の
開
催
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

収
容
し
た
犬
ね
こ
を
地
域
の
模
範
飼

い
主
と
し
て
、
家
庭
で
終
生
大
切
に

飼
っ
て
い
た
だ
け
る
方
に
お
譲
り
す

る
犬
ね
こ
の
移
動
譲
渡
会
を
開
催
し

ま
す
。
併
せ
て
、
地
域
の
模
範
飼
い

主
と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
専
用
は
が

き
を
郵
送
（
前
日
ま
で
に
必
着
）
ま
た
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
Ｈ
Ｐ
の
電
子
申
請
（
前
々
日
ま
で
に
申
請
）
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
平
成
28
年
７
月
30
日
㈯
13
時
〜
15
時

【
場　

所
】
南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局

　
　
　
　
（
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
７
７
・
９
２
０
０

・
第
一
次
試
験　

９
月
25
日
㈰

　
　

基
礎
能
力
試
験
〈
多
肢
選
択
式
〉

　
　
（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
を
除
く
）

　
　

作
文
試
験
（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
の
み
）

　
　

第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

10
月
12
日
㈬

・
第
二
次
試
験　

10
月
18
日
㈫
〜
10
月
27
日
㈭

　
　

 

人
物
試
験
（
航
空
課
程
を
除
く
）、身
体
検
査
、身
体
測
定
、

体
力
検
査

　
　

第
二
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

11
月
22
日
㈫

・
第
三
次
試
験　

12
月
３
日
㈯
〜
12
月
11
日
㈰

　
　

人
物
試
験
、
身
体
検
査
、
適
性
検
査

　
　

第
三
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

１
月
19
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
22
・
１
５
９
１

市
立
宇
和
島
病
院
か
ら
の
お
願
い

　

平
成
28
年
８
月
１
日
㈪
か
ら
初
診
時
の
特
別
料
金
が
２
，

７
０
０
円
（
税
込
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ほ
か
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
持
た
ず
に
受
診
を
希

望
さ
れ
る
患
者
さ
ま
に
対
し
て
は
、「
患
者
の
自
己
の
選
択
に

よ
る
受
診
」
と
し
て
通
常
の
医
療
費
の
ほ
か
に
「
初
診
に
係
る

特
別
の
料
金
」
と
し
て
１
，
０
８
０
円
（
税
込
）
を
ご
負
担
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
周
辺
医
療
機
関
と
の
機
能
分
化
を

さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
、
患
者
さ
ま
の
持
ち
時
間
短
縮
、
医
師

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
負
担
額

を
２
，
７
０
０
円
（
税
込
）
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
診
で
紹
介
状
を
持
た
ず
に
当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ま
に
は
、
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
立
宇
和
島
病
院
院
長

【
問
い
合
わ
せ
先
】
市
立
宇
和
島
病
院
医
事
課

☎
25
・
１
１
１
１

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」
の
ご
案
内

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、保
健
師
に
よ
る
「
引
き
こ
も
り
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
、
６
か
月
以
上
、
学
校
や
仕
事
な
ど

に
行
か
な
い
で
、
家
族
以
外
の
人
と
親
密
な
対
人
関
係
が
続

い
て
悩
ま
れ
て
い
る
方
や
ご
家
族
の
皆
様
、
一
人
で
悩
ま
な

い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
日　
　

時
】
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
対
象
者
】 

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
本
人
お

よ
び
そ
の
家
族

【
相
談
方
法
】
電
話
相
談
（
随
時
）
も
し
く
は
来
所
相
談
（
予
約
制
）

【
費　
　

用
】
無
料

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）
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南
予
の
誇
れ
る
遺
産
八
十
八
ヶ
所

　

南
予
地
方
局
で
は
、
県
内
外
の
方
に
南
予
周
遊
型
観
光
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０

１
６
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
長
浜
大
橋
や
遊
子
水
荷
浦
の

段
畑
な
ど
の
「
南
予
の
誇
れ
る
遺
産
八
十
八
ヶ
所
」
を
選
定
、

そ
の
マ
ッ
プ
と
カ
ー
ド
を
作
っ
て
お
近
く
の

道
の
駅
等
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
南
予
地
方
局
建
設
企
画
課

☎
22
・
５
２
１
１

【
Ｈ　
　

Ｐ
】

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/nan54141/
nankenkikaku nanyoheritage.htm

l

『
お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松
野
』
の

開
催
に
つ
い
て

第
７
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト

　

県
立
図
書
館
の
本
を
町
内
で
借
り
ら
れ
る
出
張
貸
出
サ
ー
ビ

ス
「
お
で
か
け
県
立
図
書
館
in
松
野
」
を
開
催
し
ま
す
。
児
童

書
や
子
育
て
、
料
理
、
健
康
増
進
に
つ
い
て
の
本
や
、
大
き
な

活
字
の
小
説
な
ど
、
約
３
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
県

立
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
そ
の
場
で
作
っ
て
借
り
ら
れ
ま
す
。

返
却
に
つ
い
て
は
、
貸
出
時
に
お
渡
し
す
る
専
用
貸
出
袋
に
本

を
入
れ
て
町
内
の
返
却
場
所
で
職
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】
８
月
４
日
㈭
13
時
〜
16
時

【
貸
出
場
所
】
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

【
貸
出
期
間
】
３
週
間

【
返
却
場
所
】
町
民
セ
ン
タ
ー
又
は
吉
野
生
公
民
館

※ 

利
用
カ
ー
ド
を
作
る
場
合
は
、
本
人
確
認
の
証
明
書
（
免

許
証
な
ど
）
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
下
の
場
合

　

町
で
は
、
国
土
保
全
環
境
保
全
の
最
前
線
に
位
置
す
る
源

流
の
郷
の
重
要
性
と
魅
力
、
源
流
が
持
つ
資
源
の
役
割
と
機

能
を
広
く
発
信
し
、「
地
域
づ
く
り
」、「
地
域
お
こ
し
」
の
実

践
の
場
で
あ
る
流
域
の
活
性
化
を
目
的
に
「
第
７
回
全
国
源

流
サ
ミ
ッ
ト
と
全
国
源
流
フ
ェ
ア
×
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
７
月
30
日
㈯

●
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト　

13
時
30
分
〜
17
時

　
　

会
場　
　

松
野
中
学
校　

体
育
館

　
《
基
調
講
演
》

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　
　

〜
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
軸
に
し
た
地
域
づ
く
り
〜

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー　

山
崎　
　

亮　

氏

　
《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

　

テ
ー
マ
「
源
流　

守
る
・
活
か
す
・
生
き
る
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

東
京
農
業
大
学　

教
授　

宮
林　

茂
幸　

氏

　

パ
ネ
ラ
ー

元
四
万
十
川
西
部
漁
業
協
同
組
合
長　

小
出　

徳
彦　

氏

森
の
国
ま
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

代
表　

谷　
　
　

清　

氏

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ニ
オ
ン
事
務
局
長　

石
川　

雄
一　

氏

松
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
長　
　
　

矢
間　

大
藏　

氏

●
全
国
源
流
フ
ェ
ア
×
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦　

10
時
〜
16
時

　
　

会
場　
　

虹
の
森
公
園
ま
つ
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】

第
７
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
森
の
国
創
生
課
内
）

☎
42
・
１
１
１
６

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障
害

者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　

県
障
が
い
福
祉
課
で
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図

る
た
め
、
障
が
い
者
週
間
（
12
／
３
〜
９
）
に
合
わ
せ
て
心
の
輪

を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
㈮
〜
９
月
９
日
㈮
※
必
着

【
応
募
方
法
】

作
品
に
所
定
の
用
紙
を
添
付
し
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
障
が
い
福
祉
課
（
松
山
市
一
番
町
四
丁
目
４
番
地
２
）

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
３

全
国
源
流
フ
ェ
ア
×
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

〜
夏
の
南
予
ぐ
る
っ
と
旬
グ
ル
メ
納
涼
フ
ェ
ア
〜

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
で
は
夏
の
フ
ル
ー
ツ
等
の
収

穫
時
期
に
合
わ
せ
て
各
店
舗
で
販
売
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。フ
ェ

ア
対
象
商
品
を
含
む
、
１
，
０
０
０
円
以
上
の
お
買
い
上
げ
い
た
だ

く
と
抽
選
で
南
予
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。（
※
要
応
募
）

【
期　
　

間
】
７
月
９
日
㈯
〜
７
月
18
日
㈪
㈷
〈
10
日
間
開
催
〉

【
場　
　

所
】
南
予
博
開
催
エ
リ
ア
の
道
の
駅
、
産
直
市
施
設

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
実
行
委
員
会

本
部
事
務
局
八
幡
浜
事
務
所

☎
０
８
９
４
・
22
・
４
１
１
１

は
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
立
図
書
館　

読
書
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
１
４
４
１

℻
０
８
９
・
９
４
１
・
１
４
５
４

教
育
委
員
会
教
育
課　

図
書
担
当

☎
42
・
１
１
１
８

℻
　

42
・
１
３
９
１
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　現在お持ちの保険証の有効期限は、平成28年７月31日㈰です。
　８月１日㈪からは、新しい保険証をご使用ください。
　・保険証の色が変わります。　◆一般被保険者：黄　　　色　→　薄　桃　色
　　　　　　　　　　　　　　　　◆退職被保険者：クリーム色　→　サーモン色
　・世帯主の方へ加入者全員分を同封して郵送します。※納税相談が必要な世帯には別途通知します。
　・台紙に貼り付けて郵送しますので、はがしてお使いください。
　・保険証を受け取ったらすぐに内容を確認し、誤りや変更がある場合は、町民課窓口に届出をしてください。
　・70歳以上の高齢受給者証と保険証は一体型となっております。
　・ 年度途中で75歳になられる方や退職者医療制度から一般の国民健康保険に移行する人は年度途中までの有効

期限ですので、更新については別途通知します。
　・ 簡易書留での郵送や窓口での交付を希望する方、送付先を変更

したい方は７月８日㈮までにご連絡ください。

　※ 有効期限の切れた保険証は役場町民課または吉野生支所まで返却し
ていただくか、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険税について
　・平成28年度の国保税決定通知書を７月中旬にお送りします。
　【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42－1113

みなさんの納める保険税は、国保制度を支えるための大切な財源です。
納め忘れなどがないようご協力をお願いします。

後期高齢者医療保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬にオレンジ色の封筒で郵送します
　現在お持ちの保険証（薄桃色）の有効期限は、平成28年７月31日㈰です。
　８月１日㈪からは、新しい保険証（青色）に変わります。
　【交付対象者】　75歳以上の人
　　　　　　　　　65歳から74歳の一定の障がいがある人
　　　　　　　　　（本人の申請に基づき、愛媛県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方）
　【一部負担割合】　１割または３割　※平成27年中の所得によって決定します。
　【交付の時期】　新しい保険証は、７月下旬に郵送します。
　　　　　　　　　８月直前になっても届かない場合や不明な点がある場合は問い合わせてください。
　　　　　　　　　なお、８月以降新たに75歳となる方の保険証は、誕生日の前月に郵送します。
　　　　　　　　　新しい保険証が届いたら、住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。
　　　　　　　　　※ 有効期限の切れた保険証は、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険料について
　　平成28年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
　 　納付方法は年金から天引きされる「特別徴収」と納付書または口
座振替で納める「普通徴収」があります。前年度と納付方法が変更
になっている方もいますので、通知書を必ずご確認ください。

　※  詳しくは、保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のご
案内」をご覧ください。

　【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42－1113

国民健康保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬に青色の封筒で郵送します
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Informationお し ら せ

戦没者遺児の皆さんへ
平成28年度政府補助事業

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加募集のご案内
　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父
等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善を図ることを目的としています。
　参加費用10万円の負担が必要です。前回参加してから５年を経過した方（平成22年度以前参加者）は２回目の応
募ができます。

　日程等の詳細は、日本遺族会事務局　☎03－3261－5521
　お申し込みは、お住まいの各都道府県遺族会へ。
○ 広域地域

実　施　地　域 実　施　時　期 申　込　締　切
1 旧満州 H28.８.１～８.10 ９泊10日 締　切
2 旧ソ連 H28.８.22～８.30 ８泊９日 締　切
3 西部ニューギニア H28.９.８～９.17 ９泊10日 H28.７.８
4 マリアナ諸島 H28.９.23～９.29 ６泊７日 H28.７.25
5 トラック・パラオ諸島 H28.10.１～10.８ ７泊８日 H28.８.１
6 東部ニューギニア（１次） H28.10.12～10.19 ７泊８日 H28.８.12
7 ボルネオ・マレー半島 H28.10.24～11.２ ９泊10日 H28.８.24
8 フィリピン（１次） H28.11.４～11.11 ７泊８日 H28.９.５
9 ソロモン諸島 H28.11.19～11.26 ７泊８日 H28.９.20
10 ミャンマー（１次） H28.11.28～12.７ ９泊10日 H28.９.28
11 台湾・バシー海峡 H28.２.１～２.７ ６泊７日 H28.12.１
12 東部ニューギニア（２次） H29.２.４～２.11 ７泊８日 H28.12.５
13 ミャンマー（２次） H29.２.14～２.23 ９泊10日 H28.12.14
14 フィリピン（２次） H29.３.１～３.８ ７泊８日 H29.１.10
15 中国 H29.３.21～３.29 ８泊９日 H29.１.23

○ 特定地域
実　施　地　域 実　施　時　期 申　込　締　切

1 西部ニューギニア H29.１.19～１.28 ９泊10日 H28.11.21
2 ビスマーク諸島 H29.２.４～２.11 ７泊８日 H28.12.５
3 マーシャル・ギルバート諸島 H29.３.11～３.19 ８泊９日 H28.11.11

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　平成28年４月分から平成29年３月分までの国民年金保険料は、月額16,260円です。保険料は、日本年金機構から
送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。また、クレジットカードによる納
付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、面談により
早期に納めていただくよう案内を行っております。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無い場合は、延
滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さえることがありますので、早めの納付をお願
いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度がありますので、市区役所・
町村役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。
※ 納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。
【問い合わせ先】松野町町民課　☎42－1113　　宇和島年金事務所　☎22－5440
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

宇和島地区広域事務組合職員募集
　宇和島地区広域事務組合では、平成29年度採用の職員を次のとおり募集します。

【１次試験】

職　種 人　数 受　　験　　資　　格

事　務　職 １人程度 昭和62年４月２日以降生まれで、大学卒業または平成29年３月卒業見込みの人

看　護　職 １人程度
昭和42年４月２日以降生まれで、看護師又は准看護師資格を有する人
（平成29年５月末日までに取得見込みを含む。）

栄　養　士 １人程度
昭和52年４月２日以降生まれで、管理栄養士資格を有する人
（平成29年５月末日までに取得見込みを含む。）

介　護　職 13人程度 昭和42年４月２日以降生まれで、介護福祉士資格を有する人

保　育　士 ２人程度
昭和52年４月２日以降生まれで、保育士資格を有する人
（平成29年３月末日までに取得見込みを含む。）

消　防　職 ５人程度

○ 平成４年４月２日以降生まれで、高等学校卒業以上の学歴を有する人または平
成29年３月卒業見込みの人若しくは高等学校卒業程度以上の学力を有する人
○普通自動車免許（ＡＴ車限定を除く。）を有する人（取得見込みを含む。）
○高所恐怖症でない人

職　種 内　　　　　　　　　　容 試　　験　　日

事　務　職 教養試験（大卒程度）、事務適性検査、作文 10月16日㈰

看　護　職 看護師適性検査、作文

９月18日㈰

栄　養　士 栄養士専門試験、職場適応性検査、作文

介　護　職 社会人基礎試験、職務適応性検査、作文

保　育　士 保育士専門試験、職場適応性検査、作文

消　防　職 教養試験（高卒程度）、消防適性検査、作文

※２次試験は、１次試験合格者のみに通知します。

※受験資格等の詳細は、各試験案内で確認してください。
【採用年月日（予定）】平成29年４月１日
【試験案内・志願表】
　○消防職以外の職種は、組合事務局管理課、組合福祉施設または組合ホームページにあります。
　○ 消防職は、消防本部総務課、鬼北消防署、吉田・津島分署、組合事務局管理課、宇和島市・松野町・鬼北町人
事担当課または消防本部ホームページにあります。※郵便で請求する場合は、「職員志願表請求」と朱書きした
封筒に、返信用封筒（92円切手を貼り、宛先を書いた長形３号サイズ）を同封し、各問い合せ先へ郵送してく
ださい。

【受付期間】７月15日㈮から８月５日㈮の執務時間中（必着）
【問い合わせ先】

消防職以外の職種 消　　　防　　　職

〒798－8601　宇和島市曙町１番地
宇和島地区広域事務組合事務局管理課人事係
☎22－8664

〒798－0060　宇和島市丸之内５丁目１番18号
宇和島地区広域事務組合消防本部総務課
☎22－7539
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防災コーナー　～出水期に備えましょう～
　日本列島は、台風地帯に当たるため、河川や崩壊による浸食が著しい状況です。また、河川の出水期と渇水期の
流水量の差が非常に大きく、出水期に洪水が発生しやすいのです。そこで集中豪雨、台風等洪水の起きやすい６月
１日～10月31日の間を出水期として、洪水に対する備えを推進しています。
　地域住民が一体となって、日頃から出水期の備えを心がけましょう。

１　防災情報を確認しましょう。
　　・テレビ、ラジオ　　　 ・緊急速報メール
　　・防災行政無線　　　　 ・防災関連情報ホームページ（気象庁等）

２　避難に備え、非常用持出袋を準備しましょう。
　　・非常食、飲料水（最低３日分）
　　・懐中電灯
　　・ラジオ、電池
　　・衣類、下着類、軍手
　　・貴重品（現金等）
　　・タオル
　　・薬、救急セット
　　・ライター、マッチ
　　・ティッシュ、哺乳瓶、紙おむつ等

３　 危険を感じたら早めの避難、最寄りの避難所へ移動
しましょう。

　　 　防災ハザードマップで、指定緊急避難場所・指定
避難所を確認しておきましょう。

４　災害時要配慮者の避難に地域ぐるみで協力しましょう。
　　 　要配慮者は、特に早めの避難が必要です。災害時
要配慮者の避難については、地域みんなで協力し合
い、安否確認や避難の呼び掛け等の手助けをしま
しょう。また、災害時要配慮者の避難がスムーズに
行えるよう、普段からの声掛けや状態の把握等、地
域ぐるみで協力しましょう。

５　土砂災害から身を守りましょう。
　　 　出水期には、集中豪雨や台風等が原因で、山間部
等では、「土石流」「地すべり」「がけ崩れ」が発生
しやすくなります。少しでも異変を感じた時は、早
めの自主避難をお願いします。

　　【土石流の前兆現象】
　　　・川が濁り、流木が混ざっている。
　　　・地鳴りや山鳴りがする。
　　　・雨が降っているのに川の水位が下がる。
　　【地すべりの前兆現象】
　　　・井戸の水が濁る。
　　　・斜面から水が噴き出す。
　　　・地面がひび割れたり、陥没や隆起をする。
　　【がけ崩れの前兆現象】
　　　・斜面から水が湧き出ている。
　　　・小石がぱらぱら落ちてくる。
　　　・斜面に割れ目が見える。

種　類 情報の種別 それぞれの違い

特別警報 大雨（土砂災害、浸水害）、暴風、暴風雪、大雪、
波浪、高潮 ・ 重大な災害の起こるおそれが著しく大きい場合

警 報 大雨（土砂災害、浸水害）、洪水、暴風、暴風雪、
大雪、波浪、高潮 ・重大な災害の起こるおそれがある場合

注 意 報
大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、
融雪、濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、
着雪

・災害の起こるおそれがある場合

気象情報

・大雨に関する気象情報
・台風情報
・竜巻注意情報
・記録的短時間大雨情報
・長期間の高温に関する気象情報

など

・ 警報等の対象となる現象の経過、予想、防災上の
留意点などを解説するため必要に応じて随時発表
・ 警報等の対象ではない、社会的に影響の大きな天
候の状況なども必要に応じて随時発表

【防災気象情報の種類】

Informationお し ら せ

命を守る為に、防災気象情報に
注意しましょう。
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第24回参議院議員通常選挙

　任期満了に伴う第24回参議院議員通常選挙は、６月22日㈬公示、７月10日㈰投・開票の
日程で執行されます。
　今回の選挙は、70年ぶりに選挙権年齢が引き下げられてから初めて行われる全国的な選挙であり、私たちの代
表を選ぶ大切な選挙です。有権者の皆さん一人ひとりが国政に参加する最も良い機会ですので、棄権せずに自ら
の意思で貴重な一票を投じましょう。

投票できる人
　平成10年７月11日までに生まれた人で、平成28年３月21日までに松野町に住民登録をし、引き続き３ヶ月以上
町内に居住している人。

入　場　券
　公示日以降に皆さんの投票所をお知らせする入場券をハガキで郵送しますので、投票所へお持ちください。
　なお、入場券がなくても投票資格があれば投票できます。投票所で申し出てください。

期日前投票
　投票日に仕事や冠婚葬祭、旅行やレジャーなどで投票区域外へ出かける人や、治療･出産などのため歩行や外出
が困難になると予測される人は期日前投票ができます。
　○ 期間：６月23日㈭～７月９日㈯までの17日間【投票時間／８時30分から20時まで】
　○ 場所：コミュニティセンター１階 選挙管理委員会事務所

そ　の　他
　身体が不自由な方や自分で投票できない方のための代理投票や目の不自由な方のための点字投票他、郵便での
投票、指定された病院や施設での不在者投票、商用・出稼ぎなどにより、町外に滞在している人は、滞在先の市
区町村役場で不在者投票ができます。

　選挙運動は、候補者の政見や政党の政策などを知り、１票を投じる判断の基礎となるものです。一方で、公職選
挙法には、選挙の公正や候補者間の平等を確保するため、選挙運動に関して一定のルールが設けられています。
　選挙違反に関わったり、巻き込まれないためにも選挙運動のルールを正しく理解し、主体的に政治活動へ参加し
ましょう。

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

18歳からの選挙権 ～えらぶは、愛（ラブ）　18歳選挙～

１　選挙運動のできる年齢
　18歳の誕生日の前日から
　　　　今回の参議院議員通常選挙から適用されます。
　　　　・ 18歳以上の生徒が、フェイスブックで投票を

呼びかける。

　　　　・ 17歳の高校３年生が、選挙運動のツイートを
リツイートする。

　　　　・ 18歳以上の生徒が、17歳の下級生に投票依頼
を手伝わせる。

３　選挙運動の方法
　インターネットを利用した選挙運動は、電子メールを
利用する場合を除き、みなさんでも可能ですが、その際
には、電子メールアドレスなどの連絡先情報を表示しな
ければなりません。また、ビラやポスターなどについては、
候補者・政党などが法律に則って掲示・配布するものの
みが認められています。

　　　・電子メールの利用（候補者・政党などに限定）
　　　・ 選挙運動用サイトや電子メールなどをプリント

アウトして配布

４　その他
　 　選挙は、主権者である国民が政治活動に参加するもっと
も重要で基本的な手段です。
　 　１人ひとりが選挙のルールを正しく
守り、進んで投票に参加しましょう。
　 　選挙について、不明な点等ありまし
たら、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
選挙管理委員会事務局　☎42－1111

２　選挙運動のできる期間
　選挙期日の公（告）示日の立候補届が受理されたとき
から選挙期日の前日まで

　　　　・ 選挙運動期間中に立候補者の演説の様子を動
画サイトに投稿する。

　　　　・ 立候補届出日の前日に、明日からＡ候補者の応
援をよろしく、といったメッセージを友人に送る。

立候補届受理時点

選挙期日の公（告）示日 選挙期日前日

選挙運動期間

投票日７月10日㈰　投票時間 ： ７時～20時

～ 日本の将来を決めに行こう。 ～
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７月の森の国行事予定表

14

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

２ 土 桃フェア（～ 31日）
全国源流フェア（～ 31日）

３ 日 広見川等清掃美化活動／全町
まつのでフリマ②＆ファーマーズマーケット／虹の森公園

４ 月 可葛川以外町内全域

５ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

６ 水 粗大ごみ収集日／豊岡後集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

７ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

８ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

９ 土

10 日 参議院議員通常選挙投票日
かごもり市場桃まつり／虹の森公園

11 月 可葛川以外町内全域

12 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

13 水 粗大ごみ収集日／延野々集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

14 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

15 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

16 土

17 日 粗大ごみ収集日／松野町役場 松野桃園巡りツアー
ゆかたまつり／ＪＲ松丸駅前通り

18 月 可葛川以外町内全域

19 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

20 水 小中学校終業式 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

21 木 郡小学校水泳競技大会 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

22 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

23 土

24 日 桃スイーツ合戦／虹の森公園

25 月 可葛川以外町内全域

26 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

27 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

28 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

29 金 乳がんマンモ検診／松野町保健センター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

30 土 第７回全国源流サミット／松野中学校 体育館
全国源流フェア×予土うまいもの合戦／虹の森公園

31 日 予土うまいもの合戦／虹の森公園

可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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